
 
 

 

Musashino University Creating Happiness Incubation 
武蔵野大学しあわせ研究所   電話：03-5530-7730 
東京都江東区有明３−３−３  メール：mhi@musashino-u.ac.jp 

 

武蔵野⼤学しあわせ研究所通信 Vol.56 2020 年 9 ⽉ 10 ⽇発⾏

本研究では、都市において、⼈が⾃然と
ふれあい、また多様な⼈が交流できる場と
してのコミュニティガーデンづくりを⾏っ
ています。主な活動場所は、武蔵野⼤学有
明キャンパス 3 号館屋上と、東京都中央区
晴海地区です。本報告では、今年度⾏った
主な取り組みを紹介します。 
 
①有明キャンパス屋上コミュニティガーデ
ンづくりとイベント等の開催 

2017 年度より、有明キャンパス 3 号館の
スペース（約 30m×20m）に、菜園やベン
チなどを配置したガーデンづくりを⾏って
います。そこでは、多様ないのち（⽣き物）
が共⽣し、循環する空間をつくるために、
⾃然菜園（⽣物や⾃然の⼒を活かし、化学
肥料や農薬を使わない農法による野菜の栽
培）、⾬⽔利⽤、廃⽊材を利⽤したモノづく
りなどを⾏っています。また、2 号館屋上
ではみつばちの養蜂も⾏っています。今年
度は、トマト、ナス、エダマメ、⼤根、⽩
菜、ネギなどの栽培し、多くの収穫が得ら
れました。また、それらの恵みを学内の⽅

と共有し、参加者どうしが交流することを
⽬的として、今年度はイベントを 3 回開催
しました。8 ⽉ 6 ⽇に開催した屋上ピザパ
ーティでは、参加者に、屋上菜園で収穫し
た野菜をつかったオリジナルピザを作って
いただき、⼿作りのピザ窯で焼いて⾷べて
いただきました。200 ⼈以上の学⽣、教職
員の⽅に参加いただきました。 
 
②地域住⺠との協働による菜園活動とコミ
ュニティづくり（たべようはるみタワマン
の森プロジェクト） 

希薄になりがちな都市の中での地域住⺠
の関係性づくりを⽬的として、東京都中央
区晴海のタワーマンションの⾃治会と協働
しマンション敷地内に住⺠参加型のコミュ
ニティ菜園をつくりました。そこでの活動
を通じて地域コミュニティづくりを⾏いま
した。ワークショップなどのイベントを年
に 6 回開催した結果、回を追うごとに住⺠
同⼠の関係性が醸成され、今では⽇常で気
に住⺠同⼠の交流が⾏われています。この
活動は、雑誌 BE-PAL 2019 年 10 ⽉号（⼩
学館）に掲載されました。 
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